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思考問題セレクション

問 題 編

— 東アジア —
次の図1中のア～ウは、韓国*、中国**、日本のいずれかにおける工業***の業種別の生産額割合
をレーダーチャートで示したものである。また、後の図2中のA～Cは、これら3か国のいずれ
かにおける穀物の1haあたりの収量の推移を示したものである。ア～ウとA～Cとの正しい組合
せを、後の 1～ 6のうちから一つ選べ。
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教科書p.150～153教科書p.218～229

第2編　第2章　1節　東アジア

＊生産者価格にもとづく。
＊＊台湾、ホンコン、マカオを含まない。生産額は、従業者10人以上の事業所。
＊＊＊電気機械には事務用機器（パソコン等）、テレビ、通信機器類、精密機器（医学、光学用等）をふくむ。

1各国における工業の業種別の生産額割合（UNIDO資料）

2各国における穀物の1haあたりの収量の推移（FAOSTAT）
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思考問題セレクション

問 題 編

— 東南アジア —

（次ページへ続く）

1／2

第2編　第2章　2節　東南アジア

　次の図1中のア～ウは、東南アジアの国ごとにおける一人あたりのGDP、就業者人口に占め
る農業人口の割合、国内総生産に占める製造業の割合を示したものである。また、後の図2中の
AとBは、準NIEsのタイとマレーシアのいずれかにおける輸出品目について、1980年と2022年
の上位輸出品目と輸出額に占める割合について示したものである。図1で国内総生産に占める製
造業の割合と、図2でマレーシアに該当するものとの正しい組合せを、後の 1～ 6のうちから一
つ選べ。

教科書p.230～237
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思考問題セレクション

問 題 編

— 南アジア —

（次ページへ続く）

1／2

　次の図1中のインドとその周辺地域を示したものであり、後の図2中のAとBは、インドの米
と小麦の生産量上位10州について示したものである。図1と図2に関することがらについて述
べた後の文章中の空欄カ～クに入る記号の組合せとして最も適当なものを、後の 1～ 8のうちか
ら一つ選べ。

教科書p.150～153教科書p.238～245

第2編　第2章　3節　南アジア

1インドとその周辺地域

2インドの米と小麦の生産量上位10州（India Agricultural Statistics At A Glance2023）
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思考問題セレクション

問 題 編

— 西アジア・中央アジア —
　西アジア・中央アジア各国は、言語や宗教、土地利用、貿易などに共通する点もあれば、異な
る点もある。後の 1～ 4 の文は、次の図1中の国A～Dの言語や宗教、産業の特徴を述べたもの
である。これらのうち、国Aのみに当てはまるものと、国Aのみに当てはまらないものを、 1～
4のうちから一つずつ選べ。

1　国内で最も話されている言語は、アルタイ諸語に属する。
2　国内で最も信仰されている宗教は、イスラームのスンナ派である。
3　国内の土地面積に占める耕地・樹園地の割合は、3割を上回る。
4　 輸出品目の内訳を、食料品、原材料･燃料、工業製品の3つに分類した場合、原材料・燃料
が最も高い。

教科書p.150～153教科書p.246～251

第2編　第2章　4節　西アジア・中央アジア

1西アジア・中央アジアの全体図
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思考問題セレクション

問 題 編

— アフリカ —

（次ページへ続く）

1／2

　次の図1は、アフリカの国々について、一人あたりGNIや人口や労働に関する各種指標を示
したものであり、図1中のA～Cは、合計特殊出生率*、女性の労働力率、平均寿命のいずれか
である。また、後の図2中のア～ウは、各国の輸出額に占める割合において、食料品、原材料・
燃料、工業製品のいずれかの割合が20％以上の国を示したものである。女性の労働力率と工業
製品の割合が20％以上の国との正しい組合せを、後の 1～ 9のうちから一つ選べ。

第2編　第2章　5節　北アフリカとサハラ以南アフリカ
教科書p.150～153教科書p.252～257

＊1人の女性が一生のうちで生む子供の数の平均。

1アフリカにおける各種指標（世界銀行資料）
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